

















































































































































































































































࡜࡚ࡶᛮ࠺ ࡲ࠶ࡑ࠺ᛮ࠺ ࠶ࡲࡾᛮࢃ࡞࠸ ᛮࢃ࡞࠸ ↓ᅇ⟅
図－１　お囃子の初期の印象見直しイメージ 
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図－２　現在の印象
承』というよりも、地域の宝としての祭りを盛り上げ、市
井の人々の時代の流れにそった柔軟な心象風景のひとつ
になりつつあることが伺える。
また、近年では、祭りが地域住民のものであるとともに、
新見市の振興の観光資源という側面もある。粛々と行われ
る神事と格調高い伝統文化としての御神幸武器行列に、賑
わいや華やかさを添えるお囃子が加わることで、地域振興
としての役割も担うことが期待されているのではないだ
ろうか。時代の変化は、まさに地域で暮らす人々の生活の
在り様を変化させる。その変化を含め、変わらないものと
形を変えていくものを柔軟に受け入れつつ生活を継続す
ることが、その地域の生活文化であるとしたなら、お囃子
や学生の参加は、新見の生活文化になりつつあると考えら
れる。
以上のことから、新見という地域またそこに暮らす人々
には、それまでなかったお囃子や祭りへの学生参加に対し
て、あまり抵抗感なく受け入れる姿勢があり、学生たちは
そこに溶け込んだといえよう。これは、新見という地域が、
新たなものを受け入れ、それを生活文化にしていくことの
できる地域性と人間性を具有していたと捉えることがで
きるのではないだろうか。
また、学生にとっては、地域の中に入っていくことで地
域を理解しそこに暮らす人々の生活および文化などを学
び、地域に暮らす人々を理解することになる。これは介護
福祉を実践していくうえでの基本的姿勢を身につけるう
えで、よい機会となっていると思われる。
これより以下に本学非常勤講師朱鷺たたら氏の寄稿を
掲載する。
土下座祭り囃子の誕生
朱鷺たたら
岡山県新見市に伝わる土下座祭りには、祭りには必ずと
いっていいほど付随する音曲の類がありませんでした。し
ずしずと厳かに大名行列が過ぎゆくのを、沿道に座った観
客は、土下座をしてやり過ごします。「やり過ごす」とい
うのが、わたしが沿道に座ったときの感覚です。「面をあ
げて、しかと見ては失礼になるであろう。土下座で迎えよ」
これが土下座祭りといわれる所以なのです。
そんなわけで、見ることも、聴くこともなく、祭りの行
列が近づいてきて、通り過ぎてゆく、その「気配を感ずる」
という珍しいお祭りです。
わたしは京都から新見へ移りましたので、はじめて観た
ときは驚いて、奇妙な祭りだなあと面白く思っていまし
た。そんな折、新見短期大学地域福祉学科（当時）の吉村
淳子先生から、「お囃子を作って欲しい」と頼まれたので
した。
１．お囃子作りスタート
お囃子と言えば笛と太鼓。学生たちが練習する講義の時
間は非常に限られていたため、出来る限り簡単に、楽譜が
読めなくても覚えやすいメロディ、初心者でも出しやすい
音域と運指などなど、取り組んでみると、考えなければな
らないことがたくさんありました。
しかし奏法を簡易化すると、メロディは単調になり、ち
っとも面白みがないものになる一方、メロディに色気を出
すと、技術的なハードルが途端に上がってしまいます。そ
の上、講義の時間はたったの5コマなのです。
少しでも楽器をたしなんだことのある方にはわかるで
しょう。楽器でなにかしらのメロディを奏でるということ
を、全くのゼロから90分1コマ×５で、どうにかするなん
て、まず、実現できると思えません。3年稽古しても、まだ
まだ初歩、10年でようやく面白さが見えてくるというのが
音楽の道なのです。
でも。引き受けてしまった。・・・しまった。なんで引
き受けちゃったんだろう。
吉村先生は結構ロックな性質もお持ちで、その熱意と勢い
に思わず、うん、と言ってしまったのでした。
ところが、予算ありません。楽器どうしましょう？さす
がに笛がないとどうしようもないですね、笛は買いましょ
う。でも、太鼓までは買う予算ありません・・・・スター
トはこんな状況でした。
太鼓をどうにかしなければならず、学生に、市内のスー
パーから段ボールをもらってくるようにいって、それらを
ペイントし、段ボール箱パーカッションが出来あがりまし
た。
音色はというと・・・「ボンボコボンボコ　ボンボコボ
コボコ・・・・」「ペコペコペー　ペコペコペー・・・」
と、残念ながら、なかなかのポンコツ音色でして、野外で
遠くまで響く、というのがウリの太鼓の本質はさすがに段
ボールでは表現できません。それでも、とにかく、にぎや
かしく一座が出来あがったのです。
笛はというと、太鼓よりも音を出すハードルが高い楽器
です。はじめて笛を構えた、音楽のおの字も知らぬという
学生たちが、ふうふう顔を真っ赤にして、そのうち、真っ
青になりながら、必死に音を出そうと取り組みました。音
がピッとでも出た！と思ったら、「さあ、曲の練習です
よ！」「うっそー、吹けるわけない～」という声を後目に、
講義はどんどん進みます。
わたしは正直、実現できるのは40パーセントくらいの確
率ではないか、と思っていました。普段、門下生の稽古を
つけていますが、ある曲を1曲吹き通すまでには、数か月を
要しているからです。ところが、どうでしょう。音楽大学
の学生でもない、介護を志す学生たちが、短期間で笛と太
鼓を奏で、数曲を覚えて、暗譜で、行列を成しながら演奏
したのです！
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新見の七不思議、とわたしは呼んでいます。あとの６つ
の不思議は知りませんが、七不思議すべてを占領してもお
かしくないほどの、これは快挙だと思っています。実際の
ところ、この快挙は吉村先生のご尽力によるところが多い
のです。
というのも、わたしはたった5コマの講義時間の担当で
す。イントロダクションに過ぎません。楽器の訓練は地道
なものですし、指導には専門的な音楽知識が必要です。夏
の実習を終えて、すっかりお囃子から遠ざかってしまった
学生たちを、再び合奏に向かわせ、10月15日の祭り本番で
披露するまでに、指導なさるのは先生でした。
そして、学生諸君の若さに負うところもとても大きく思
いました。習得の速さに驚かされます。こうして、吉村先
生と学生の、真面目に取り組んだ結果が秋の新見の空に、
響き渡っているのです。
２．日本全国で消えゆく祭り囃子
お囃子というと、お神輿担いで、というイメージでしょ
うか。日本全国に様々な祭りがあり、多種多様な祭り囃子
があります。笛と一言にいっても、その種類は実に多様で、
笛の管の長さも長短さまざま、指孔の数も色々です。祭り
囃子の笛はこれ、とひとつに示せるようなものではないの
です。同じ竹笛であるのに、横笛ばかりが使われ、滅多に
尺八が使われないのも面白いですね。
それから、楽譜という記譜されたものはほとんどありま
せん。どうやって伝えるかといえば、口伝が主です。口伝
とは、唱歌����とも呼ばれます。例えば、「チーヒャイトー
ロ・・・」などといって、メロディをオノマトペ（擬態語）
に置き換え、口で唱えて歌うことで、メロディの高低や、リ
ズム、節回し、ニュアンスといった、音楽に不可欠な要素
を一度に覚えるという手段です。先輩から後輩へと、口伝
で連綿と伝承されてきたものであり、現在もそのままの伝
承法が使われています。
この伝承法は音楽の要素を丸のみするような具合で覚
えるので、実に合理的ですが、一旦、先輩から後輩への伝
達が途絶えると、二度と再現することができない、という
側面を持っています。
オノマトペだけが断片的に残っている場合もあります
が、それでは実際にはどのように奏すべきなのか、さっぱ
りわからないのです。
実例でお目にかけましょう。「ッテテレッテーー　ンテ
ーレテーーーー」という口伝が残っていたとしましょう。
これを吹いて、といわれても、なんのことやらさっぱりわ
かりませんね。でも、これは実はルパン三世の有名なテー
マだと言えば？お分かりになった方もおありでしょう。こ
ういうことなのです。
共同体のうちで、すでに馴染んでいるメロディをメモ程
度に書き留めておくには、非常に便利です。ところが、共
有するものがないと、音の高さもリズムもなにもわかりま
せん。口伝の途絶えたあとで、こういったメモのような断
片が見つかることがありますが、再現が非常に困難である
ということをご理解いただけると思います。
こうして、記譜がないために、また後継者がいないため
に、現在、いくつものお囃子が失われていっています。特
に笛は音を出すのが難しい楽器ですので、後継者が見つか
らず、最後の吹き手が亡くなると同時に、メロディが失わ
れていく、という事態です。
３．メロディの発生と伝承の場面に立ち会う？
ある時、岩手県にワークショップに訪れました。東北は
お囃子の宝庫と言われ、有名な祭りが数多くあります。そ
ういう土地での笛ワークショップでしたので、わたしは自
分が教えるというよりも、むしろ教わりたいという気持ち
で向かいました。ところが驚いたことに、その地域には、お
囃子はあるが、笛のメロディはたったの1フレーズしかな
い、というのです。吹いてもらうと、なかなか味わいのあ
るいいメロディですが、とにかく1フレーズですので、あっ
という間に終わってしまいます。これだけしかない、とい
うのはどういうことでしょう。一瞬吹いて終わりなんです
か？と尋ねたところ、「そうではない、祭りの間中、ひと
つのメロディをずっと繰り返している」というお答でし
た。「飽きませんか？！」驚いて聞きましたら、「飽きま
した！もう嫌です！」
これはどんな素敵なメロディでも飽きます。心の底から
同情していましたら、なにかフレーズを作ってくれない
か、といわれました。作るのは構わないけど、京都人のわ
たしが岩手にひょっこりとやってきて、即席で作ってよい
ものか？と不安に思いました。
４．地元の言葉に根付いた唱歌
東北にある数多くの民俗芸能のいくつかを観て周った
折に、ある社中の稽古を見学させていただく機会に恵まれ
ました。庭元（家元のような存在）が歌いながら太鼓を叩
いて、指導なさっていました。江戸囃子なら「天ツク天ツ
ク」と歯切れよく歌って、甲高い音で鳴る太鼓が、「ずン
ずク・・・」とややくぐもったような、独特の方言で歌わ
れ、歌いながら打つ太鼓が同じように歌っているのを目の
当たりにしたとき、「ああ、楽器も同じ言葉で歌ってい
る！」と衝撃を受けました。
地元で生まれた音楽は、地元の言葉で歌われてきた音楽
なのだなあと知ったのです。そこの土地の風土から生まれ
た、代わりのないものです。それらへの尊重なしに、ただ
音の高さを計測して、五線譜に記譜したところで、一体な
にを書き留めたといえるでしょうか。
こういう想いがよぎり、今朝京都を発って、岩手にやって
きたわたしが、岩手の祭りの笛に携わってよいものか、と
「新見土下座まつり」お囃子の12年を振り返って
非常に迷いました。
しかし、もう飽きすぎて、笛なんか吹きたくないくらい、
という声を聞き、そんなことで、笛が途絶えては元も子も
ないという想いで、現在たったひとつだけあるメロディに
繋がるように、あと４、５つとフレーズを作りました。地
元の方々はとても喜んでくださったのですが、「これから
毎年これを吹いていきます」とおっしゃって、わたしはこ
のとき、大変なことをしてしまったのではないか、という
不安とともに、お囃子の誕生に少なからず寄与したことを
知りました。
わたしが作って紙にメモしたものは、作者は不詳のま
ま、昔から岩手に伝わる囃子として、やがて根付いていく
かもしれません。
５．人から人へ
不安も感じながら同時に知ったのは、今も昔も人は移動
します。音楽の才のある旅人が訪れた土地で、こんな風に
お囃子のメロディが生まれたこともきっとあったのでは
ないでしょうか。
笛の名手がいる場所では、笛のメロディはたくさん生ま
れ、凝った技巧も生まれるでしょう。その周りの地域では、
それを聴き、憧れ、真似て、その周辺地域の祭りでは笛が
活躍することでしょう。
太鼓も同じでしょう。リズム感のいい打ち手が生まれれ
ば、いまあるものにさらに手を加えたくなるはずです。
音楽はこうして、昔から伝えられてきたとはいえ、その
時その場で生まれるという性質を持った、生のものです。
生き生きと形を変え、発展します。けれども一方、担い手
が途絶えると一気に歴史のなかに消え、二度と再現するこ
とはできません。
プロの世界である伝統的なジャンルのものと違い、各地
のお囃子の担い手はプロではありません。伝承法はあやう
く、もろいままです。それも、運命かもしれませんが、今
回の土下座祭りのように、新たに生まれ、10年余りの継続
を経ているものもあります。
しかし、担い手である学生は毎年の一年生であり、いつ
も新しい顔ぶれです。先輩から後輩へと伝える構造にはな
っておりません。そのため、土下座祭りのお囃子は、普遍
性のある五線譜を用いて記譜しています。誰も知るものが
いなくなったあとも、再現可能です。
また、五線譜とともに、唱歌（オノマトペ）も併用しまし
た。
これによって、五線譜を読めない学生たちも、すぐにリ
ズムを正確に打つことができました。昔からの伝承法であ
る唱歌は、お囃子のみならず、能楽や雅楽といった伝統的
なジャンルでも、長く使われているのは、やはり非常に優
れた伝承法であるからだ、ということを、わたしはこのプ
ロジェクトを通して、改めて確信しました。
また、当初は土下座祭りの静けさを損なう、として、あ
まり好意をもって受け入れられなかったようですが、
年々、地元の方々に受け入れられ、楽しみにしていただく
までに変わっていったこと。これは非常に興味深いことと
思います。思わず引き受けてしまったときから、こうして、
地元に根付くようなプロジェクトになるとは想像もして
いませんでした。
伝統とは長い時間のなかで形を変え、その時の担い手に
よって、生かされ、歌う心が継承していくものではないか。
決して、「形を変えずに厳格な型を継承するということ」で
はないのではないか、という日頃感じていたことを、こう
して実践を伴って経験させていただきましたことを、一介
の横笛吹きとして、とても有難く思います。
お囃子を体験した学生が、翌年に介護の現場で、笛を吹
いてさしあげて喜ばれた、といった報告を聞くこともあ
り、とても嬉しく思います。
学生にとってはほんのわずかな時間の演習ですが、どこ
で誰にどんな花が咲くのか、そんな期待を秘めたプロジェ
クトでもあったのだなと気づかされました。
最後になりましたが、このプロジェクトを長年に渡って
支えてくださる新見短期大学と、熱心なご指導で、見事な
本番に仕上げる吉村先生、短い稽古時間にも関わらず、果
敢に取り組み、暗譜でかつ長時間歩きながらの演奏を立派
に成し遂げる学生諸君に、心からの感謝と賞賛をお贈りし
ます。
謝辞
擱筆するにあたり、本論文に寄稿下さった篠笛奏者であ
り本学非常勤講師の朱鷺たたら氏に深謝申し上げます。
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